




































































































































































































































































































































































































「U. STATES JAPAN EXPEDITION」とあり,中をめ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































設定,環境保全分担金の使い方, Reuse … Reduce
Recycle … Refuseの具体的諸活動について他。た
とえば土地の利用は使用権によるリースのみ。 1
区画はおよそ300坪,建物の高さ.屋根の斜鼠
壁面の色使い.周囲の植生など,全体環境の統一
やバランスに配慮した細かな規制がある。ゾーニ
ング.認可制度.環境規約など,基本的には住民
による委員会があり,そこで決められたことは守
らなければならない。入鳥税(環境保全分担金)
の導入ひとつにしても,もし小笠原がそれに成功
したら,全国各地の観光地経営に及ぼす影響は大
きい。 「小笠原モデル」を各地に先駆け確立する
ことがそのまま.小笠原ブランドの強化に直結す
る。
昭和初期の大村海岸通D,現在のメインストリート。
道の両側にタマナの大樹が生い茂り,緑のトンネル
をつくっていた。バナナの房を下げて少女が歩いて
いる(小笠原ビジターセンター)
むすびにかえて
1988年のホエールウオッチング開始以後.小笠
原への観光客は数年のうちに年間1万人を超えた。
しかしそのあと10年以上も,はかばかしい伸びを
欠いてきた理由は.来訪者の満足度が不十分だか
らである。小笠原体験者の中で.プラス宣伝とマ
イナス宣伝が括抗しているため,望ましいプラス
の顧客連鎖が発生していないoハード面における
マイナス要因はふたつ,この報告書に述べた
「船」と「宿」にある。ソフト面では短い旅行日
数による不十分な方危行の満足度であろう。観光客
は小笠原を,よそとの比較において客観的に評価
するO現状の小笠原への旅行諸条件によって.良
くも悪くもスクリーン-選抜された客層が日下の
およそ1万4000人なのである。小笠原の自然環境
世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興
などに対する評価は極めて高いo Lかし残念なが
ら,これらの諸要素が高い評価を減価させ,おそ
らくトノブクラスの客のすくい取りを難しくして
いるのである。
膨大な観光市場の前では.小笠原への距離とか
時間は決してマイナス要因ではないO　むしろそれ
が,小笠原を魅力あるデスティネーションに見せ
ている。時間,金額,船方紅　自然.宿泊,食事.
観光要素などそれぞれが客層を選び抜く。だから
小笠原の観光マーケテイングはやりやすい。わず
か年間2-3万人の中長期目標でよいOその人数
の中で,小笠原にとって額も望ましい客層を,選
び取っていけばいいのである.何百万人ものマー
ケテイングをまねる必要もなければ.羨む必要も
ない。限定供給品の価値を上げることに専念すれ
ばいいのである。 25時間の船旅は.心理的解放区
であるO　だから船旅に対する期待も大きいO
今まではすべて成り行きまかせだったため,過
年こんなにすばらしい気候に恵まれた小笠原に,
観光客のオンシーズンとオフシーズンができてし
まった。今後の意図的なマーケテイングでは,こ
れを消しこんでいかなくてはならない。基本的に,
日本の旅行業者の手によるマスツーリズムは.
「安く大量に」という価値観ひとつで動かされて
いる。あくまで最大公約数が幅を利かせている。
しかし小笠原は最小公倍数に焦点を合わせ,お客
を選ぶことができる。当稿で繰り返し述べてきた
のは,なりゆきまかせのマスツーリズムとはっき
り一線を画し,小笠原にとって最も望ましい市場
を想定L　そこに計画的なアプローチをしようと
いうことであるO小笠原にとって最も望ましいお
客とは,小笠原を最も楽しんでもらえるお客のこ
とであるo最も満足して.そのことを周囲に語っ
てくれる人のことである。ここに,期せずしての
顧客連鎖が発生する。
年間2-3万人のお客に.なるべくシーズンの
偏りなく.少しでも長く滞在してもらうO　まさし
r*i
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父島二見潜から出讃するおがさわら丸を見送る舟群。
「帰ってこいよー! 」という叫び声がいつまでも追っ
かけてくる。小笠原ならではの別れのシーン
く日本の海外旅行市場の0,01%ほど,毎年小笠原
への客数が増えてくれれば十分である。安…近・
短などという価値観はハナから捨ててかからねば
ならない。現行の諸条件のもとにある1万4000人
に加え.諸条件を変えることにより,今まで光の
当たっていなかったアップグレードの市場に焦点
をシフトするOはっきり言って,市場はそこにあ
るo　そのことを細かく述べてきた0
1830年,小笠原に「正体不明の人たち」が定住
を始めた1878年から1968年にかけわずか90年の
間に.小笠原の「国語」は5回も変わった。 1944
年から24年間,全住民退去に近い空自の歴史があ
ったD沖縄の陰に隠れた小笠原の歴史は.本土の
住民に知られていないことだらけである。硫黄島
の戟後処理ひとつとっても, 「知られざる戦後史」
が横たわっているo賛島.父島.母島.硫黄島各
列島に加え.南島島,沖ノ鳥島という広大な海洋
島海域の広がりは,その自然のみならず歴史的な
興味も尽きない。
いまようやく.小笠原のあたらしい歴史が始ま
ろうとしている。それは世界遺産とエコツーリズ
ムによる「観光の時代」であるo　このことを相や
住民全員が理解し,高い目標とプライドのもとに,
世界に向け自ら発信してゆく。待っていては何も
やってこないし.力を合わせて自らの力で働きか
けてゆく以外にない。恵まれた諸条件を十分に生
かし.長く親しんだ「与えられる立場」から.
「自力で勝ち取る立場」へ,軸足と発想を変える
時である。
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